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研究要旨    多嚢胞性卵巣症候群を合併した若年発症後縦靱帯骨化症の一例 

胸椎後縦靱帯骨化症術後感染の危険因子 

 

  

Ａ．研究目的 

多嚢胞性卵巣症候群と後縦靱帯骨化症は関

連あるか検討すること 

胸椎後縦靱帯骨化症術後感染の危険因子を

検討すること 

 

Ｂ．研究方法 

2007 年から 2020 年までに胸椎後縦靱帯

骨化症に対して脊椎後方固定術を行った症

例 43 例を感染群と非感染群の二群間比較

を行った。 

若年発症の後縦靱帯骨化症に多嚢胞性卵

巣症候群を合併した症例の画像所見の検討

を行った 

（倫理面への配慮も記入） 

インフォームドコンセントの実施と文書で

同意の取得。 

 

Ｃ．研究結果 

高身長の肥満群、長時間手術が感染しやす

かった。 

 

Ｄ．考察 

胸椎後縦靱帯骨化症は高度肥満のため展開、

閉創といった軟部処置に時間がかかること 

 

 

 

が多い。術後総武管理として早期陰圧閉鎖

療法や脂肪組織が多い皮下にドレーン留置

などの対応が必要と考えられた。 

多嚢胞性卵巣症候群を伴う脊椎症例では後

縦靱帯骨化症の可能性を考慮する必要があ

る。 

Ｅ．結論 

胸椎後縦靱帯骨化症に対して後方除圧固定

術を行った症例において感染群では高度肥

満群、長時間手術が有意に多かった。 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

整形外科と災害外科(0037-1033)71 巻 2

号 Page175-178(2022.03 

2.学会発表 

2022年日本整形外科学会 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 


